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はじめに

1
（出所）JCC-DRR (2016) [https://sendai-resilience.jp/sfdrr/]

■仙台防災枠組における防災・減災への投資の位置付け
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2（出所）国土交通省ホームページ
[https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/index.html]

■「流域治⽔」の基本的な考え⽅
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（出所）国土交通省東北地方整備局 仙台河川国道事務所
[https://www.thr.mlit.go.jp/sendai/kasen_kaigan/nahi/index.html]

■名取川の概況

（出所）国土交通省東北地方整備局（2012）



方法論

4
（出所） Ishiwatari, M., Sakamoto, M., & Sasaki, D. (2023). Estimating the economic effects of long-term investment in flood protection at the river basin 

scale: Case study of the Natorigawa River. [Manuscript in preparation]. JICA Ogata Sadako Research Institute for Peace and Development.
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5浸水図（左：令和元年台風第19号の実績波形、右：年超過確率1/150規模洪水）
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6過去に生じた費用



結果と考察

7

過去の主要洪水における便益

年月 合流点流量（m 3/s） 流量比(R1= 1)

便益（百万円）

（都市化補正無し）

（現在価値化無し）

宅地（ha） 宅地比 社会的割引率4％

便益（百万円）

（都市化補正）

（現在価値化）

昭和61年8月 2,690 0.82 283,892 12,003 0.76 3.51 754,952

平成元年8月 3,280 0.99 346,158 13,253 0.84 3.12 903,576

平成6年9月 2,270 0.69 239,567 14,028 0.89 2.56 544,042

平成14年7月 2,920 0.88 308,165 14,593 0.92 1.87 531,950

平成23年9月 2,180 0.66 230,069 15,834 1.00 1.32 302,755

平成27年9月 2,740 0.83 289,169 15,834 1.00 1.12 325,276

令和元年10月 3,300 1.00 348,269 15,834 1.00 1.00 348,269

合計 - - 2,045,289 - - 3,710,819
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費用便益分析の概要

総便益 [B] 3.8 兆円

総費用 [C] 0.63 兆円

純現在価値（NPV） [B-C] 3.2 兆円

費用便益比 [B/C] 6.1



• 本研究では、将来の費用の推計において、ダムやゲート等の大きな構
造物の更新費用を考慮していない。このため、将来の費用が過小評

価となっている可能性がある。

• 治水投資の結果として都市化が進展したのであれば、治水投資が無
かったと仮定した場合（without）の資産ストックの規模は、現状（with）

よりも小さくなるものと考えられる。従って、便益を過大に評価している

可能性がある。

• 気候変動による影響を考慮していない。2021年4月に改訂された「気候
変動を踏まえた治水計画のあり方」提言では、気候変動シナリオを

２℃上昇とした場合、東北における降雨量変化倍率を1.1としている。

■本研究の限界
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Ø 本研究では、名取川流域を事例に流域単位における治水投資

の長期的な効果測定を目的とした費用便益分析を実施した。

Ø 分析の結果、純現在価値（NPV）は3.2兆円 （現在価値ベース）、

費用便益比（B/C）は6.1と算出され、これまでの名取川流域に

おける治水投資は効率的であったものと考えられる。

Ø 今後の研究においては、大規模施設の更新費用、都市化が資

産ストックの規模に与える影響、気候変動が降雨量等に与える

影響等についても考慮していく必要がある。
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結論
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